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１．会社紹介・自己紹介

1902年 1997年 2001年 2007年 2010年 2016年

創業 生涯設計の
打ち出し

日本経営品質賞
の受賞

海外生命保険事業
の展開

株式会社
として新創業

持株会社体制への
移行

個人のお客様数 約1,000万人
お取引企業数 約15万社
経常収益 3兆7,919億円
保険料等収入 2兆3,219億円
経常利益 3,588億円
当期純利益 1,699億円
新契約年換算保険料 1,112億円
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１．会社紹介・自己紹介

第一生命保険株式会社
ITビジネスプロセス企画部
IT運用管理課 次長
吉留栄太
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マイナンバー制度の施行
• システム間で多くの
情報連携が必要

• セキュリティの確保が必須

社会的背景
• 少子高齢化
• 人口減少社会

ファイル連携基盤の統一
• 分散する社内システム
• 複数の社外接続方法

ITの世界
クラウド時代へ
• 先端技術活用
• RPA
• AI

２．導入の背景

セキュリティが確保され、時代の変化に対応できる
柔軟なファイル連携基盤の構築へ

社会

IT
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セキュリティ強化
高まるリスクに合わせ、
より強固なセキュリティの確保
•センシティブに扱う必要がある機微情報※(メインフレーム)
•強固な暗号化(AES)
※プライバシーや国家機密など、慎重に扱われるべき情報のこと

環境変化への柔軟な対応
変化へ対応できるシステム構築
•転送先の変更への対応
•多様な転送ニーズへの対応

３．システム課題
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４．導入後のあるべき姿

機微情報※を安心して連携できるシステム
•通信暗号化
•十分な暗号強度
•確実な送達確認
※プライバシーや国家機密など、慎重に扱われるべき情報のこと

変化への対応力のあるシステム
•変化へ対応できる、
ITガバナンスのきいたシステム

•管理が行き届いた、
自由自在にファイル連携ができるシステム
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対外接続サーバー

５.  導入後のシステム図

アンダーライティング
※保険の事務作業等
新規契約・保全事務

お取り引先の
皆様との連携

データの流れ ファイルサーバ群

HULFT-HUB
サーバ

HULFT-HUB運営管理者ファイル転送ユーザ

HULFT、HULFT-HUBの管理

外部
FW

社内
OAファイル
格納

各部門サーバー群

約2000ファイル

約600ファイル

メインフレーム群

ご契約者様の
データ
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６．システム課題の解決

セキュリティの確保
•送達確認後削除が可能
• HULFTを標準採用して通信経路の
暗号強化を実施

ガバナンスのとれたシステム構築
•ファイル転送をHUBに集中することで
コード変換を一か所で管理可能

• DataMagicとの組み合わせで、多くの
コード変換パターンに対応、しかも高速
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信頼感
国内デファクトの信頼感生命保険業界での
高いシェア：90.2％
※一般社団法人生命保険協会ホームページ掲載の会員会社一覧（加盟会社一覧）より

使いやすさ
企業間連携ではすでに実績があった
アプリケーション側の変更が必要ない、
柔軟な転送設定

セキュリティ
通信経路の暗号強化
AES暗号への対応

７.  HULFT、HULFT-HUBを選んだ理由
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1.簡単に移行できるHULFT
苦労の少ないスムーズな移行

2.安全に運用できるHULFT
高いセキュリティ

3.安心して運用できるHULFT
製品、サポート、共に品質が高く使いやすい

８．現場で感じたHULFT
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クラウド時代への対応
－時代に追随するシステム基盤－

市場シェアのさらなる拡大
－接続容易性の確保－

HULFTは国内海外、業種を問わず
ますますデファクトであり続けて下さい。

９.  今後のセゾン情報システムズへの期待
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１０．今後の取り組み（新中期経営計画のコンセプト）

QOLを高める商品・サービス、
チャネルの強化・多様化の加速

より多くのお客様と
「CONNECT」

事業を通じた
地域社会の課題の解決

より深く地域・社会と
「CONNECT」

グループ外との協働で
事業の可能性を拡げる

多様なビジネスパートナーと
「CONNECT」

より強くグループ各社が
「CONNECT」

グループシナジーを
さらに発揮し各社が成長を実現
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１０．今後の取り組み
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